
                            

ワクチンを接種することにより、あらかじめウイルスや細菌(病原体)に対する免疫(抵抗
力)を作り出し、病気になりにくくします。 
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新型コロナウイルスの構造 mRNA ワクチンは、ウイルスの表面に存在し感染の成

立に重要な役割を果たすスパイク(S)蛋白に対する抗体

を誘導することで、COVID-19の発症予防効果を発揮し

ます。スパイク(S)蛋白に対する抗体は、新型コロナウ

イルスへの既感染およびワクチン接種後の抗体獲得を 
示す良い指標であり、ウイルスとヒト細胞との結合を 
阻害する中和抗体 
としての 
活性を有すると 
考えられています。 

 

 

＜L452R変異 デルタ株による影響＞日本人の６割が 
新型コロナウイルスに対する免疫反応・ワクチン効果が弱くなる 

 


